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県内４経済団体合同で開催します。
　・(一社)富山県経営者協会

　・富山県商工会議所連合会

　・富山県商工会連合会

　・富山県中小企業団体中央会
 （ご案内済）

日　時：2014年１月６日（月）16:00～17:30
場　所：富山第一ホテル  ３階「天平の間」
　　　　   （富山市桜木町10-10　TEL. 076-442-4111）

　日　時：2014年１月30日（木）13:30～15:30
　場　所：富山商工会議所ビル９階　99会議室

　講　師：（一社）日本経済団体連合会
          労働法制本部 主幹　坂下 多身 氏 

　受講料：会員 4,000円／会員外 10,000円
　定　員：30名（先着順）
　　　

　～企業人としての
　　  心構え・態度の確立と仕事の進め方～

人事・労務政策委員会 教育委員会

2014年 労使交渉セミナー

～労使交渉に対する
　　　　　　　経営側の基本姿勢～

　2014年 新入社員 講習会　

　日　時：2014年４月２日（水）9:30～16:30
　場　所：富山県市町村会館 ２階ホール

　講　師：㈱ユニオンランチ代表取締役社長　
　　　　　　　　　　　　　　　　遊道 義則 氏
　　　　　㈱インテック秘書室長  稲田 恵子 氏
　　　　　前富山県警山岳警備隊長　椙田 　正 氏
　　　　　マネジメント・アドバイザー  松田 勝明 氏

　受講料：会員 7,000円／会員外 14,000円
　定　員：150名（先着順）
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会社概要

略　歴

1969(昭和44)年８月生まれ。
青森大経営学部卒後、㈲新陽
住設勤務を経てＵターンし、
1994年㈱丸八へ入社。朝日、
金沢各営業所長、設備課長、
取締役兼エネルギー関連事業
部次長を歴任し、2007年専
務、2009年から現職。

1954(昭和 29)年 10月
魚津市北鬼江 364
2,500万円
ＬＰガス事業、住宅設備販売、
建材販売、宅配水サービス
84名

富山支店、朝日営業所、砺波
営業所、金沢営業所
桜井合同瓦斯㈱、丸八配送
㈱、㈱丸八金沢、㈱翁ガスサ
ービス、大道建設工業㈱、㈱
東都ガステック、㈲アップルサ
ポート
http://www.maruhachi-co.jp/

来年で創業60年。４代目社長とし
て、新川地域のガス供給を中心
に、建材販売や宅配水サービスも
手がけ多角経営されています。
　外から見た当社のイメージは
「ガス屋さん」、「建材屋さん」
といったところでしょう。
　私は創業者の直系ではないので
跡取りとは思わず、起業家を目指
して学生時代は手に職をつけよう
と配管工のアルバイトをしていま

した。その延長で就職しました
が、祖父の具合が悪くなり帰って
きました。結果的に社長になりま
したが、起業家とは違う「今ある
ものを守る」ことの大変さを実感
しています。起業した友人も何人
かいますが、彼らに負けないくら
い知恵を絞っていかないといけま
せん。
沿革を教えてください。
　創業者の大﨑利男は父　　　　

会長）の叔父にあたり、浜岡商店
さんのセメント事業をのれん分け
して頂いた様な形で丸八がスター
トしました。普及し始めたばかり
のプロパンガスに着目し、取り扱
いを開始。また、地元の左官屋さ
んの要望を受け、湿式建材（壁
材）を販売するようになりまし
た。左官工事の職人さんらの「友
の会」を作ってまとめる一方、建
築様式の変化に伴い、取り扱う建
材が多様化し、材料を売るだけで
なく内装工事も、設計事務所や建
設会社等への設計折込ＰＲ活動を
することによって材工受注できる
スタイルになりました。
　また、魚津の実績があったから
でしょう、砺波からオートガスス
タンドの引き合いがあり、石川県
の団地造成にも声をかけてもら
い、事業を拡大してきました。
　現在、売上げの約55％がガス
で、建材や住宅設備の販売が約30
％を占めています。

約２万軒にプロパンガスを供給さ
れています。
　関連会社にＬＰガス販売の桜井
合同瓦斯（黒部市、1969年５社合
併）と、東都ガステック（魚津
市、1988年12社合併）がありま
す。どちらも弊社が中心になって
設立した会社ですが、特徴的なの
は元売りの系列を超えた水平合併
だったということです。
　東都ガステックは約7,000軒の
顧客でスタートしていますが、そ
のうち半数以上が丸八の顧客でし
た。当時、自社の直接取り引きの
お客様まで手放すとことに社内で
も反論がありましたが、利益が減
ってでも「地域で存在感のある会
社でなくてはならない」というの
が創業者の考えでした。

　プロパンガスという重量物を運
び、アフターサービスを行ってい
く上で、地域のシェアは事業の効
率化だけでなく、その存在感はお
客様からの信頼に繋がり、ガス機
器の保守・修理、リフォーム工事
といったガス販売以外の収益に大
きく表れてきます。どの地域、ど
の事業でも「何でもいいから、地
域一番店になろう、難しかったら
一番を探そう」と言っています。
ガス屋さんですが、電気設備や太
陽光発電も扱っておられます。
　2003年、オール電化住宅が急速
に広まる中、私は設備課長になり
ました。当時、設備課はエネルギ
ー事業部の中にあり、主力のガス
機器が全く売れず、関連工事の注
文も激減しました。オール電化の
せいだと思っていましたが、工務
店を回ってみると、他にも理由が
あったのです。「オール電化仕様
でキッチン回りの工事をお願いし
ているのに、丸八に頼むとガスに
してくれと言われる」と敬遠され
ていたのです。
　役員にお願いして電気機器の取
り扱いもできるようにし、若いス
タッフを集めて、新しい設備部門
をスタートさせました。ライバル
製品の欠点を言うのではなく、お
客様のためになる提案ができるよ
うになり、設備工事の売上げは２
年で2.5倍になりました。
　弊社はもともとガス屋ですが、
工務店さんなどと一緒に開催する

展示会には２年前から北陸電力さ
んにも出展してもらい、最近はガ
ス機器と電気機器を並べて展示し
ています。当初はどうなるかと思
いましたが、何より見に来られる
お客様のためになる。出展者同士
もライバルなのに、隣にいると意
外と仲良くやっています。日本人
って素晴らしいですね。

社内をとりまとめる上で心がけて
いらっしゃることは。
　社長席は２階にあるのですが、
私は社内にいる時は７割方は１階
の営業フロアにいます。ある人か
ら「会社が良くなるのも悪くなる
のも社長の責任」と教えられまし
た。社員からうるさがられます
が、とにかく思ったことを伝えます。
　特に朝は全社員と顔を合わせる
一番の機会。出勤してくる社員と
挨拶を交わせば、その時に調子が
いいかどうか大体分かります。
　冬の降雪時は５時半頃から除雪
をしています。社員に強制はして
いないものの、早く出てきて手伝
ってくれるようになり、除雪時間
が１時間は早まりました。社員意
識が変わったことが嬉しいです。
　もう一つ、社員と接する上で心
がけていることは、自分の思いを
はっきり伝えることです。特に人
事異動の際には、必ず面談をして
求める役割、仕事を説明します。
よく「課長になったら部長並みの

仕事をするものだ」などと言う人
がいますが、そうではない。その
人に期待している課長像をはっき
りと伝えるべきだと思っています。
　人は他人から見られていること
で頑張れる存在です。以前、リフ
ォーム専門の会社を分社しました
が、うまくいきませんでした。理
由は色々あったのでしょうが、本
社とのコミュニケーションも足り
なかったのだろうと思います。
今後の目標は。
　毎朝全員で「丸八の信条」６つ
を日替わりで唱和していますが、
創業者が掲げた「当社の任務が真
に社会的要求において果たされる
なら、当社は生産者、消費者の歓
びによって自ずから発展する」と
いう言葉が最近特に身にしみま
す。創業以来、地域を大切にして
きたことはこれからも変わりませ
んが、ますます地域で根を張って
一番の分野を増やし、頼られる存
在にしたいと考えています。
　景観施設や公園施設の仕事もや
っており、桃山運動公園の遊具や
魚津駅前、入善駅前の舗道整備も
手がけました。地域に認知される
と同時に、社員も「自分がやっ
た」と誇りに思える会社でありた
いと思っています。

株式会社 丸八

地域の一番を目指し
暮らしの総合提案

株式会社 丸八
代表取締役社長

大﨑 浩司

45億4,600万円（2013年9月期）

－エネルギー事業で太陽光も－

－社員にも地域にも密着－

：
：
：
：

：
：
：

：

：（大﨑利明
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株式会社 丸八

地域の一番を目指し
暮らしの総合提案

株式会社 丸八
代表取締役社長

大﨑 浩司

45億4,600万円（2013年9月期）

－エネルギー事業で太陽光も－

－社員にも地域にも密着－

：
：
：
：

：
：
：

：

：（大﨑利明
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黒部ダム･黒部川第四発電所 概要

　「くろよん」黒部川第四発電所
は、昭和30年代初頭、電力不足が
大きな社会問題となった戦後復興
期に、弊社初代社長の太田垣士郎
が社運をかけて、黒部の奥山に大
きな発電所（ダム）を造ることを
決断した。７年の歳月と延べ
1,000万人の労働力、総工費513億
円をかけ、昭和38年６月５日に竣
工。今年、50周年を迎えた。
　黒部ダムの高さは186ｍで今で
も日本一。総貯水量約２億ｔで東
京ドーム約160個分。使用水量は
72ｔ／秒、有効落差545.5ｍ、発
電出力33万5,000kW、これは日本
で４番目である。
くろよん建設の歴史

　立山連峰、後立山連峰の山奥に
どうやって資材を運び込むかが最
大の難関であった。太田垣は「７
割成功の見通しがあったら、勇断
をもって実行する。それでなけれ
ば本当の事業はやれるものじゃな
い。いざという時に水力が火力を
補う時代になる」と決断した。
　ダム建設地へは３ルートある。
「黒部ルート」は、日電歩道とい
う断崖絶壁に釣り桟橋をかけて歩
くしかない。「立山ルート」はボ
ッカさんを総動員して立山を越え
る。そして、最短の「大町ルー
ト」にトンネルを掘り、資材を運
び込んで建設することになった。
　そこで遭遇した破砕帯は、映画
「黒部の太陽」でもお馴染みで、
わずか80ｍを突破するのに７カ月
もかかった。この時、太田垣が現
場を視察し激励した。現場班長だ

った笹島信義氏は当時を振り返り
「危険だから入らないでと言った
ら、作業員が働いているのに、命
令した僕が入らないでどうするん
だと言われ、作業員共々感激し
た」と語られる。経営者の一言が、
関係者みんなの心に響き、力を結
集することに繋がった。この後、
太田垣は大阪の社員に「エンピツ
１本、紙１枚を節約しよう。それ
がくろよんに手を貸すことにな
る」と声をかけ、心を一つにした。
　大町トンネルが開通し、ダムと
発電所の建設が本格的にスタート
した。計画の10カ月遅れになって
いたため、間組の沼田充弘氏はダ
ム建設で、大量のダイナマイトで
一気に山肌を削ぎ取る大発破を考
えた。それが実にうまくいった。
　いよいよ昭和34年９月にコンク
リートの初打設を行った矢先、３
カ月後の12月にフランスでダムが
崩壊した。黒部ダム建設費の約３
分の１は世界銀行からの融資だっ
たため、高さを低くしなさいと勧
告され、我が社は岩盤試験の結果
をもって世銀の会議で訴え、14回
の設計変更の末、186ｍを死守し
た。結果、ドーム型アーチダムと
いう３タイプのダム構造を組み込
んだコンバインド型となり、それ
が自然とマッチして、美しい景観
となっている。
くろよんから得られるもの

　太田垣社長は、「秘境での建設
を決断した信念と先見性」「プロ
ジェクトを完遂するという揺るぎ
ない姿勢と人心を一つにする求心
力」「現場作業員への信頼と動機

付け」が優れていた。笹島班長は
「トンネル掘りとしてのプライド
と使命感」「作業員への信頼と責
任感」「その家族への配慮」があ
り、部下を使うためには「怒鳴っ
ても駄目、甘やかしても駄目、
“惚れさせること”」が信条との
こと。沼田氏は「ダム屋の誇りと
工程短縮の使命感」「経験と勘に
裏付けられた大胆な発想力」「心
を一つにして支え合う連帯感と感
謝の気持ち」があふれた方だった。
　このように、　　　　　　　　
　　　　下請が一体となって、　
　　　　　　　で結ばれ、これに
関電社員はもとより、　　　　　
　　　　　　　　　　

ろよんスピリット」を、現在に分
かりやすく表現してみると、まず
は「大義・夢」。将来に向けた夢
があり、自分の仕事はそれに関連
しているという点。大きな目標の
実現に向け、各人が仕事に誇りと
やりがいを見出し、仲間と団結す
る。みんな同じ方向を向いていた
ら、困難も乗り越えられて達成す
る。今、この大義や夢をどのよう
に与えられるのか、これが我々世
代の役割であると思っている。
　現在、電力業界は非常に厳しい
状況だが、今の我々の“くろよん
スピリット”を発現する時である。
　今年の６月５日、慰霊碑の前で
合同慰霊祭を行った。先人の偉業
によって我々が頂いた恩恵、地域
社会の皆様から頂いた恩恵を今後
もしっかりと共に働くことによっ
てお返ししていくと誓った。

「くろよんスピリット」

（ 11月15日　東部地区会員懇談会 ）東 部 地 区 会 員 懇 談 会

　　　　　　　　　　　“地域の皆さ

「くろよんは、事業
者、元請、 “信

用と信頼の輪”

まのご支援・ご協力”があって、は

じめて成し得た事業」だった。「く

関西電力株式会社　北陸支社長　吉津　洋一　氏

～ 人・使命・情熱 ～

講演会

　11月15日(金)、ホテルグランミラージ

ュで、会員企業から100名が参加して東

部地区会員懇談会を開催した。

　今年は黒部ダム建設50周年の節目の年

にあたることから、会員企業代表でもあ

る、関西電力㈱の吉津洋一北陸支社長か

ら、「くろよんスピリット」～人・使命・情熱～と題

して講演いただいた。建設の歴史についてそのスケー

ルの大きさと、先達の偉業に参加者一同感動した。

（講演要旨は５頁掲載）

　懇親会では、稲垣会長から新会員の紹介があり、米屋

東部地区担当副会長が開会の挨拶をし、石井知事から来

賓の挨拶、稲垣会長が乾杯の音頭をとり、和やかな懇親

を行った。佐々副会長が中締めの挨拶をし、散会した。

　長野県経営者協会と富山県経営者協会との役員協議会を
11月20日(水)、ホテル国際21（長野市）で開催した。富山
経協からは、稲垣会長はじめ７名が、長野経協からは山浦
会長はじめ13名が出席した。
　稲垣会長からの「両県は北陸新幹線で結ばれると一体的
な地域になる。企業間の協業を通じて共に発展する機会が
生まれる」との挨拶に対し、山浦会長より「交流を深めて経
済の発展に寄与したい。特に観光はうまく協力すればいい旅
行商品も生まれる」との挨拶があった。
　その後、両経協の方針と活動を紹介した後、今後の連携等
について活発な意見交換を行い、来年は富山県で開催することを決め、閉会した。

　東部地区会員懇談会に先立ち、同ホテ
ルで、稲垣会長はじめ副会長４名が出席
して会長・副会長会議を開催した。
　事務局から2013年度上期の事業実績と
１月６日(月)開催予定の新春互礼会につ
いて報告があり、次に11月20日開催する
長野経協との初めての役員協議会、次年
度総会を2014年５月26日に開催すること
などを確認した。

長野県経営者協会との役員協議会

正副会長会議

米屋東部地区担当
副会長の開会挨拶

佐々副会長の中締め乾杯発声の稲垣会長石井知事からご挨拶
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 行事レポートKeikyo 行事レポート

委 員 会 名 開　催　日 場　　　　所 参加者数事　　　　　業　　　　　名

  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

10月24日（木）

10月28日（月）

10月29日（火）

11月15日（金）

11月15日（金）

11月18日（月）

11月18日（月）

11月19日（火）

11月20日（水）

11月21日（木）

11月27日（水）

11月29日（金）

12月  3日（火）

10月7～8日（月～火）

10月18日（金）

10月19日（土）

11月14日（木）

11月19日（火）

11月19～20日（火～水）

10月8・9日（火・水）

10月11日（金）

10月11日（金）

10月18日（金）

10月22日（火）

10月24日（木）

11月6・7日（水・木）

11月8～9日（金～土）

11月14日（木）

11月19日（火）

11月26日（火）

12月  4日（水）

ＩＴ・インフラ委員会「定例委員会」

教育委員会「研究部会」

環境委員会「情報交換会」 

会長・副会長会議

東部地区会員懇談会

教育委員会「研究部会」

教育委員会「定例委員会」

労働法関連法制研究部会

長野経協と富山経協の合同役員協議会  

会員交流ボウリング大会

環境委員会「情報交換会」  

人事・労務政策委員会「幹事会」

経営企画委員会「定例委員会」

県外企業見学会

企業理念見学会

環境保全活動

県外企業見学会  

ものづくり品質管理セミナー

県外企業見学会

第１回 係長・主任実践コース

若手社員活性化コース

品質工学実践講座

実践しながら学ぶ統計的手法活用講座

管理職マネジメント研修

事務・間接部門の効果的業務改善の進め方コース

ヒューマンエラー対策講座　応用編

ISO9001内部監査員養成コース

管理職基礎コース
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10月18日（金）
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■2013年度第３回委員会
　12月３日(火)、守山委員長はじ
め委員12名が出席して富山経協・
会議室において開催し、2013年度
事業の実績と2014年度事業計画に
ついて審議を行った。

　守山委員長の挨拶に続き、事務
局より、2013年度事業実績は、①
｢企業理念見学会｣は、６月19日に
13名が参加してユニゾーンさんで、
10月18日に20名が参加して北陸コ
カ・コーラボトリングさんで実施
し、報告書を経協ホームページに
アップした。②｢グローバル人材
育成講座 ベトナム編｣は、７月24
日に県との共催により、11名が参
加し実施した。③「県外企業見学

会」は、11月19～20日に６名が参
加して長野県の企業を見学した。
2014年度事業計画は、①｢企業理
念見学会｣、｢グローバル人材育成
講座｣、｢県外企業見学会｣を実施
する。②新規事業としてＩＳＯ規
定が2015年に改訂されることを受
けて｢経営層向けのＩＳＯ改訂セ
ミナー｣を企画する。③理事会特
命は｢長野経協との連携強化｣の課
題等について取り組む予定である
ことを報告した。審議を行い、
2014年度事業計画は事務局案で進
めることを決めた。次回委員会は
2014年４月11日に開催する。

■企業理念見学会
　10月18日(金)13時から北陸コ
カ・コーラボトリング㈱砺波工場
で、総務交流委員会と共催の「企
業理念見学会」を、守山委員長は
じめ20名の参加で開催した。
　最初に、当協会会長でもある稲
垣晴彦社長より「活き活きとした
企業を目指して」と題して講演を
いただいた。

　同社設立の経緯、グループ会社
概要の説明の後、社長が手掛けた
ロジスティクスシステム改革によ
りカート配送実績が飛躍的に伸び
たことや、社員がいきいきとして
働ける会社を目指して人事制度の
変更、機能別分社化、新入社員宅
へ所属長が家庭訪問を行っている
こと等が紹介された。また、大切
にしている「不易流行」の言葉に
沿って、経営理念（リフレッシュ
メントを通じて社会に大きな価値
を提供し続ける）や、エリアマー
ケティング理念等の説明があった。
　講演会終了後、同社の創立50周
年を記念してつくられた公園「さ
わやかパーク」および製造棟内を
見学。参加者による活発な意見交
換会も行われ、17時に閉会した。

経営企画委員会

■会員交流ボウリング大会
　11月21日(木)、富山地鉄ゴール
デンボウルにおいて開催した。平
日の夕刻時間にもかかわらず、29
チーム115名と過去最高の参加者
を迎えることができた。
　燐化学工業㈱の安田社長による
始球式の後、一斉に競技が開始さ
れ、各チーム和気あいあいとした
雰囲気の中で、熱戦が繰り広げら
れた。ストライクやスペアの際の
歓声がホールに響き渡り、隣のレ
ーンのチームとの交流も深め合っ
ているようであった。
　ゲームは１チーム４人の２ゲー

ム合計スコアで競われたが、女性
参加者には１ゲーム20ピンのハン
デを加える従来のルールを適用し
た。
　団体の部はアイシン軽金属㈱チ
ームが合計スコア1,244で優勝した。
今回から個人表彰も行った。

総務交流委員会

＜上位成績＞
　（団体の部）　　会社名　　　　　　　　　　　合計スコア
　　優　勝　　アイシン軽金属㈱　　　　
　　準優勝　　㈱リッチェルＡ　　　　　
　　３　位　　北陸電気工業㈱　　　　
　（個人の部）　　氏　名　　　　　　　　　　　合計スコア
　　優　勝　　竹内勝己(北陸電気保安協会) 
　　準優勝　　栗原一男(富山電気ビルデイング) 
　　３　位　　北川裕子(北陸電気工業)　 　

1,244
1,178
1,165

349
348
336
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■幹事会
　11月29日(金)、綿貫勝介委員長
ほか副委員長・幹事８名が出席し
て、富山経協・会議室で開催した。

　今年度のこれまでの事業実績が
報告された後、12月の定例委員会
に向けて「2014年度事業計画」の
骨子について検討。①活動方針に
ついては来年度も継続する。②ダ
イバーシティマネジメントについ
て、セミナーなどの開催を検討す
る。③障害者雇用対策の中でメン
タルヘルスにかかわる問題も取り

扱うこととし、セルフケア（スト
レスコントロール）促進セミナー
などの開催を検討する。④人事・
処遇・採用に関する現実的な課題
について積極的な情報交換を行う
ことなどを決定した。
　今年度の今後の活動について、
１月に高等支援学校の訪問、２月
17日に第４回の定例委員会を開催
することを確認した。

■労働法実務研修会（第３回）
　11月19日(火)、「コンプライア
ンス重視の経営と内部通報制度・
懲戒処分の留意点」をテーマに、
41名が参加して富山商工会議所ビ
ルで開催した。
　講師の第一共同法律事務所の伊
藤昌毅弁護士は、コンプライアン
スは一般的に「法令遵守」と和訳
されてきたが、企業には法令遵守
はもとより価値観や倫理観といっ

た社会的規範の遵守が求められて
おり、社会から非難・批判の対象
となりうる不祥事などのリスクを
コントロールし、有事には適切に
対処する体制の整備が必要である
としたうえで、コンプライアンス
体制や内部通報制度を有効に運用
するためのポイントについて解説
した。また、不祥事を発生させた
従業員に対して懲戒処分を行う際
の基本的な考え方や具体的な手続
き、就業規則を作成する際に注意
すべきポイントなどについて、事
例を交えながら解説した。

人事・労務政策委員会

■定例委員会
　11月18日(月)、金岡委員長はじ
め15名が出席して富山経協・研修
室で開催した。
　金岡委員長は、東京オリンピッ
ク開催決定やアベノミクスで盛り
上がっているが、日本の将来はま
だ予断を許さない状況にある。各
企業がゴーイング・コンサーン
（継続企業の前提）の視点で若者
を育て、頑張っていく必要がある
と挨拶した。
　次に、2013年度委員会活動の経
過報告が行われた。講座･セミナ
ーについては、定員と参加者数の
差、参加会社数、各講座のアンケ
ート結果を確認した。研究部会活
動は、「高齢化社会に向けた職務
能力開発の課題」をテーマに、各

社が抱える課題と取り組みについ
て情報交換を行い、60歳に達する
以前からの能力開発の在り方を中
心に議論を進めている。今後、教
育・研修の視点から取り組み事例
や参考データを取りまとめる。
　2014年度事業計画について審議
し、12月20日開催の定例委員会で
決定することとした。

■第１回係長・主任実践コース
　10月８・９日(火・水)、52名が
参加して、富山商工会議所ビルで
開催した。
　講師の佐藤亢昶（たかてる）ヒ
ューマン・クリエート代表より、
今日の企業環境変化と係長主任の
役割、仕事の管理と問題解決、人
間行動の理解と部下育成、リーダ
ーシップと職場の活性化などにつ
いて講義が行われ、参加者同士の
活発な意見交換を通して理解を深

教育委員会

めた。この中で、①目標を達成す
るためには、資源を効果的・効率
的に活用する、②企業利益を生む
ためには、顧客満足やサービスの
向上、品質管理を徹底することで
顧客がついてくる、③問題・課題
解決や改善活動が活発に行われる
職場の風土づくりが一層重要であ
る、④人の扱い方については、外
部要因と個人の価値観・資質・性
格・過去の経験などの要因が複雑
にからみ合うので、個別の対応が
必要である、⑤積極的傾聴が大切
で、部下指導・コーチングの際に
は、部下自身の考える力を養うこ
とが必要であると話した。
　（「参加者NOTES」９頁掲載）

■若手社員活性化コース
　10月11日(金)、46名が参加して、
富山商工会議所ビルで開催した。

　講師の松田勝明マネジメント・
アドバイザーは、企業環境が激し
く変化する中、イノベーションを
起こすのは若手社員の役割であり、
その自覚と覚悟を持ってもらいた
いとした。さらに、これからの仕
事にはグローバルな思考や創造性
が求められるとした上で、顧客の
視点で考える創造型人間になるこ
とが重要であり、新たな仕事を作
り出すために積極的にチャレンジ
して欲しいと強調した。
　また、「会社が今以上に環境変
化に対応して発展成長するには、

どんな努力をすべきか」「お客様
からよい評価を得られるようにす
るにはどんな努力をすべきか」を
テーマにグループディスカッショ
ンを行った。
　　 （「参加者NOTES」11頁掲載）

■「事務・間接（ｽﾀｯﾌ）部門の
　　効果的な業務改善の進め方」
　　セミナー
　10月22日(火)、54名が参加して、
富山商工会議所ビルで開催した。
　(一社)中部産業連盟　渡辺季幸
主任コンサルタントは、事務・間
接（スタッフ）部門の役割と業務
の特性を再認識し、ものづくりの
改善手法を応用することによって

　本講義では、経営学的観点から
見た企業を取り巻く環境の変化や
教育の必要性、市場のマーケティ
ング(分析)を怠らず、自らもイノ
ベーション(変革)しなければなら
ない事を強調された。それを絡め
て係長・主任の成すべき事の説明
をされたが、この分析・変革は企
業や個人の視点、対象が違うだけ
で、同様であると感じた。ただ指
示をして仕事を任せるのではなく、
相手や状態を分析して、適切なサ

ポートをして成功させ、最後には
褒める。安全第一の精神と同じよ
うに、一見遠回りに見えるが、人
を大切にする事が結果として利益
に返ってくる事と同じであると思
う。
　幾つかの事例を通してグループ
ディスカッションを行うと、人に
よって目の付け所や価値観が異な
る事が実感できる。従業員である
以上トップ方針には従うものだが、
依存していてはイノベーションが

起き難く、更には将来を担う後継
者が育ちにくくなってしまう。自
分達の考えを職場内で活発に議論
し、ボトムアップできる職場を作
る事ができれば、個人の足し算以
上の力を企業は発揮できるように
なる。議論をする相手を知るには
話を聴く力が重要であり、相手の
意見を分析して読み取り、否定せ
ず取り込んで、自分の意見を提示
する事で忌憚のない議論ができる
ようになる。
　講義内でも紹介された有名な
「やってみせ、言って聞かせて、
させてみせ、ほめてやらねば、人
は動かじ」には続きがあり、まさ
にこれらの事を述べているので、
講義内容共々常に意識し、実行で
きるよう心がけたい。

教 育 委 員 会

「係長・主任実践コース」を受講して

株式会社 タカギセイコー
　　　開発技術部　主任　　熊澤　周士
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■幹事会
　11月29日(金)、綿貫勝介委員長
ほか副委員長・幹事８名が出席し
て、富山経協・会議室で開催した。

　今年度のこれまでの事業実績が
報告された後、12月の定例委員会
に向けて「2014年度事業計画」の
骨子について検討。①活動方針に
ついては来年度も継続する。②ダ
イバーシティマネジメントについ
て、セミナーなどの開催を検討す
る。③障害者雇用対策の中でメン
タルヘルスにかかわる問題も取り

扱うこととし、セルフケア（スト
レスコントロール）促進セミナー
などの開催を検討する。④人事・
処遇・採用に関する現実的な課題
について積極的な情報交換を行う
ことなどを決定した。
　今年度の今後の活動について、
１月に高等支援学校の訪問、２月
17日に第４回の定例委員会を開催
することを確認した。

■労働法実務研修会（第３回）
　11月19日(火)、「コンプライア
ンス重視の経営と内部通報制度・
懲戒処分の留意点」をテーマに、
41名が参加して富山商工会議所ビ
ルで開催した。
　講師の第一共同法律事務所の伊
藤昌毅弁護士は、コンプライアン
スは一般的に「法令遵守」と和訳
されてきたが、企業には法令遵守
はもとより価値観や倫理観といっ

た社会的規範の遵守が求められて
おり、社会から非難・批判の対象
となりうる不祥事などのリスクを
コントロールし、有事には適切に
対処する体制の整備が必要である
としたうえで、コンプライアンス
体制や内部通報制度を有効に運用
するためのポイントについて解説
した。また、不祥事を発生させた
従業員に対して懲戒処分を行う際
の基本的な考え方や具体的な手続
き、就業規則を作成する際に注意
すべきポイントなどについて、事
例を交えながら解説した。

人事・労務政策委員会

■定例委員会
　11月18日(月)、金岡委員長はじ
め15名が出席して富山経協・研修
室で開催した。
　金岡委員長は、東京オリンピッ
ク開催決定やアベノミクスで盛り
上がっているが、日本の将来はま
だ予断を許さない状況にある。各
企業がゴーイング・コンサーン
（継続企業の前提）の視点で若者
を育て、頑張っていく必要がある
と挨拶した。
　次に、2013年度委員会活動の経
過報告が行われた。講座･セミナ
ーについては、定員と参加者数の
差、参加会社数、各講座のアンケ
ート結果を確認した。研究部会活
動は、「高齢化社会に向けた職務
能力開発の課題」をテーマに、各

社が抱える課題と取り組みについ
て情報交換を行い、60歳に達する
以前からの能力開発の在り方を中
心に議論を進めている。今後、教
育・研修の視点から取り組み事例
や参考データを取りまとめる。
　2014年度事業計画について審議
し、12月20日開催の定例委員会で
決定することとした。

■第１回係長・主任実践コース
　10月８・９日(火・水)、52名が
参加して、富山商工会議所ビルで
開催した。
　講師の佐藤亢昶（たかてる）ヒ
ューマン・クリエート代表より、
今日の企業環境変化と係長主任の
役割、仕事の管理と問題解決、人
間行動の理解と部下育成、リーダ
ーシップと職場の活性化などにつ
いて講義が行われ、参加者同士の
活発な意見交換を通して理解を深
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めた。この中で、①目標を達成す
るためには、資源を効果的・効率
的に活用する、②企業利益を生む
ためには、顧客満足やサービスの
向上、品質管理を徹底することで
顧客がついてくる、③問題・課題
解決や改善活動が活発に行われる
職場の風土づくりが一層重要であ
る、④人の扱い方については、外
部要因と個人の価値観・資質・性
格・過去の経験などの要因が複雑
にからみ合うので、個別の対応が
必要である、⑤積極的傾聴が大切
で、部下指導・コーチングの際に
は、部下自身の考える力を養うこ
とが必要であると話した。
　（「参加者NOTES」９頁掲載）

■若手社員活性化コース
　10月11日(金)、46名が参加して、
富山商工会議所ビルで開催した。

　講師の松田勝明マネジメント・
アドバイザーは、企業環境が激し
く変化する中、イノベーションを
起こすのは若手社員の役割であり、
その自覚と覚悟を持ってもらいた
いとした。さらに、これからの仕
事にはグローバルな思考や創造性
が求められるとした上で、顧客の
視点で考える創造型人間になるこ
とが重要であり、新たな仕事を作
り出すために積極的にチャレンジ
して欲しいと強調した。
　また、「会社が今以上に環境変
化に対応して発展成長するには、

どんな努力をすべきか」「お客様
からよい評価を得られるようにす
るにはどんな努力をすべきか」を
テーマにグループディスカッショ
ンを行った。
　　 （「参加者NOTES」11頁掲載）

■「事務・間接（ｽﾀｯﾌ）部門の
　　効果的な業務改善の進め方」
　　セミナー
　10月22日(火)、54名が参加して、
富山商工会議所ビルで開催した。
　(一社)中部産業連盟　渡辺季幸
主任コンサルタントは、事務・間
接（スタッフ）部門の役割と業務
の特性を再認識し、ものづくりの
改善手法を応用することによって

　本講義では、経営学的観点から
見た企業を取り巻く環境の変化や
教育の必要性、市場のマーケティ
ング(分析)を怠らず、自らもイノ
ベーション(変革)しなければなら
ない事を強調された。それを絡め
て係長・主任の成すべき事の説明
をされたが、この分析・変革は企
業や個人の視点、対象が違うだけ
で、同様であると感じた。ただ指
示をして仕事を任せるのではなく、
相手や状態を分析して、適切なサ

ポートをして成功させ、最後には
褒める。安全第一の精神と同じよ
うに、一見遠回りに見えるが、人
を大切にする事が結果として利益
に返ってくる事と同じであると思
う。
　幾つかの事例を通してグループ
ディスカッションを行うと、人に
よって目の付け所や価値観が異な
る事が実感できる。従業員である
以上トップ方針には従うものだが、
依存していてはイノベーションが

起き難く、更には将来を担う後継
者が育ちにくくなってしまう。自
分達の考えを職場内で活発に議論
し、ボトムアップできる職場を作
る事ができれば、個人の足し算以
上の力を企業は発揮できるように
なる。議論をする相手を知るには
話を聴く力が重要であり、相手の
意見を分析して読み取り、否定せ
ず取り込んで、自分の意見を提示
する事で忌憚のない議論ができる
ようになる。
　講義内でも紹介された有名な
「やってみせ、言って聞かせて、
させてみせ、ほめてやらねば、人
は動かじ」には続きがあり、まさ
にこれらの事を述べているので、
講義内容共々常に意識し、実行で
きるよう心がけたい。
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「係長・主任実践コース」を受講して

株式会社 タカギセイコー
　　　開発技術部　主任　　熊澤　周士
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事務・技術系業務の効率化・仕事
の質の向上を実現するため、業務
プロセス改善の着眼点や適用しや
すい改善手法、タイムマネジメン
ト、ＶＭの基本的な考え方につい
て具体的事例を交えて解説した。
また、効果的な改善の進め方を検
討するためグループ演習を行い、
意見交換を通して理解を深めた。

■管理職基礎コース
　11月８日～９日(金～土)、27名
が参加して、インテック大山研修
センターにて１泊２日で開催した。

　講師の市川　登(公財)日本生産
性本部認定経営コンサルタントが、
経営環境の変化の潮流と経済・社
会構造の変革を確認した上で、今
日の管理職に求められる役割・能
力について解説した。グループデ
ィスカッションでは、計画・実
施・統制など管理者の日常の役割
行動について検討し、発表した。
また、懇親会では、管理者間の異
業種交流を活発に行った。
　部下の育成についてはＶＴＲの
ケースを用いて部下のコーチング
面接の演習を行ったほか、企業倫
理や労務管理の重要性についても
学んだ。最後に、研修で自覚した
ポイント、現状・自己の事実分析
を元に、業務にどう活かすかにつ
いて「自己啓発シート」を作成し
て終了した。
　（「参加者NOTES」11頁掲載）

■コスト改善力実践コース
　11月14日(木)、41名が参加して、
富山商工会議所ビルで開催した。

　講師の㈱ＭＥマネジメントサー
ビス小川正樹代表取締役は、グロ
ーバル展開が進む中、国内の製造
部門のコスト低減は最重要課題に
なってきているが、再度製造部門
を点検すると、コストダウンの可
能性は十分残されているのが現状
であるとして、製造、資材・購買
部門のコストダウンに焦点を合わ
せ、必要な原価の基礎知識、製造
現場で発生しているムダの見つけ
方の習得や、材料費（歩留向上、
不良・品質コスト低減）、労務費
（工数・設備効率向上）、製造経
費（変動経費低減、固定経費低減、
負荷の平準化）のコストダウン実
践や管理方法について、事例や演
習を交えて詳しく解説した。

■経理・財務の基礎コース
　11月26日(火)、33名が参加して、
富山商工会議所ビルで開催した。
　この講座は、ＹＫＫビジネスサ
ポート㈱経営管理グループ長の渡
邉智博氏を講師に、利益や経費の
管理という財務会計と、原価計算
や原価管理といった管理会計の基
本的な考え方を確認した上で、事
業管理・工程管理に会計を活用す
る方法を理解し、会社・職場での
業務改善を推進することを目的と
して、ＹＫＫグループ内で実施の
研修をベースに、会員企業向けに
具体的で実務に役立つ内容にアレ

ンジしていただき、開催している。
　今回は、原価の計算や予算の設
定などについて演習を通じて理解
を深めたほか、内部振替価格の設
定など事業部制における会計処理
について、事例を交えて解説いた
だいた。さらに、海外現地法人に
おけるマネジメントの課題につい
ても紹介があった。

■「５Ｓ＋目で見る管理」活動
       実践コース
　12月４日(水)、48名が参加して、
富山商工会議所ビルで開催した。

　(一社)中部産業連盟　中井芳美
上席主任コンサルタントは、５Ｓ
(整理・整頓・清掃・清潔・躾)は、
ただ単に職場をきれいにするとい
うことではなく、よい品質を作り
出し、ムダをなくす職場の基本で
あり、品質・納期・コスト・安
全・環境・士気のすべてに効果が
ある。また、「目で見る管理」と
は、人間は90%の情報を視覚から
得ているので、「現場の状態が目
で見て正常か異常かがすぐ分かり、
必要な手がすぐに打てる状態にす
ること」であるとし、管理の進め
方について、演習や現場での実践
事例を交えて詳しく解説した。

　松田勝明先生の講義を受講して
印象に残った言葉があります。
「若い時の苦労は買ってでもし
ろ」と、「当たり前の事を地道に
愚直にやってみる」です。
　前者は、企業環境の変化が激し
いこの時代に取り残されないため
には、その変化に前向きに積極的
に柔軟に何事も対応しなければな
らず、仕事を好き嫌いで選んでい
ると何も生産することはできない
という事を学びました。若いうち
にどんな事でも積極的にやってみ
る事によって、新たな発見・創造
に繋がり、いつかは社会に貢献す
る事ができると思いました。まず

第一に、現場に飛び込んで常にア
ンテナを張り巡らせ、積極的に体
を動かすビジネスマンを目指して
頑張っていきたいと思います。
　後者は、より効率的に仕事をこ
なすためには事前の段取りが重要
であると教わりました。また、ミ
スを未然に防ぐためには「指差し
声だし呼称」が大事であると教え
ていただきました。頭でいくらわ
かってやっていても声を出して確
認することにより正確性を高めら
れると教わりました。このような
簡単な作業も地道に継続してやっ
ていくことができれば、それは必
ず自分の力になると思います。ど

んな苦しい状況であろうと人より
一歩前進し、何事も自ら切り開い
ていくビジネスマンになりたいです。
　また、講義ではグループディス
カッションにも参加させていただ
き、私たちの班では「お客様によ
り満足していただくためにはどの
ような努力をすればよいか」につ
いて討議しました。
　お客様に満足していただくため
には綿密なコミュニケーションが
必要であり、お客様が望んでいら
っしゃる事を素早く探る必要があ
ると考えました。様々な職種はあ
れど、やはり最後はお客様への安
心感に尽きるのではないかと思い
ました。
　今回の講義を通して、入社から
今までの仕事のやり方を見つめ直
すとても良い機会となりました。
これからは更に「地道に愚直に」
の精神で何事にも挑戦していきた
いです。

教 育 委 員 会

「若手社員活性化コース」を受講して

富山電気ビルデイング株式会社
　　　　　　市販機材グループ　　山内　拓弥

　今回受講した「管理職基礎コー
ス」は、課長クラスの管理者を対
象とした一泊二日の研修でした。
私自身は、今年６月に管理職にな
り、なかなか満足いく成果を出せ
ず難しさを感じていたので、丁度
良い時期に本研修を受講できたと
感じています。
　研修は、「管理職の役割」や
「管理職の心構え」を中心に講師
の市川先生が話され、時折グルー
プディスカッションを交えた内容
でした。先生は冒頭に、「『こう
いう管理職になりなさい』という

話はしませんし、その人に合った
やり方があるので出来ません。し
かし、この研修で約300のヒント
を提供します。これを、皆さんが
感じて生かして欲しい」と言われ、
過去の研修や色々な仲間の話、大
企業の面白い事例などを交え、分
かり易く話をされました。繰り返
し言われていたことの一つに、
「読書を１日15分以上する」があ
り、感性を養って視野を広げるだ
けで無く、雑学を身に付け話題豊
富な人間になることが重要である
ということでした。個人的には苦

手な読書なので難しいですが、自
分を変える為にも、いつか実践し
たいと思います。研修を終えた時
には、重要なヒントを多く得られ
たと感じています。
　そして、研修が一泊ということ
もあり、参加されていた他の方と
お酒を飲みながら、異業種の管理
事例や実情など、色々な話が出来
る時間も有りました。海外を飛び
回るような多忙を極める方の話に
は驚かされましたが、励みにもな
り有益な時間を過ごせたと思います。
　最後に、今回のような研修は、
職制の立場ごとに役割を学べる良
い機会なので、今後も是非続けて
頂き、より良いものに発展させて
頂きたいと思います。今後も、機
会があれば他の研修コースなどに
参加してみたいと思います。どう
も有難うございました。

教 育 委 員 会

「管理職基礎コース」を受講して

燐化学工業株式会社　技術開発部
　　　　技術グループ　グループ長　　高長　学

富山経協：2013年12月号10 富山経協：2013年12月号 11



 行事レポートKeikyo 行事レポート

事務・技術系業務の効率化・仕事
の質の向上を実現するため、業務
プロセス改善の着眼点や適用しや
すい改善手法、タイムマネジメン
ト、ＶＭの基本的な考え方につい
て具体的事例を交えて解説した。
また、効果的な改善の進め方を検
討するためグループ演習を行い、
意見交換を通して理解を深めた。

■管理職基礎コース
　11月８日～９日(金～土)、27名
が参加して、インテック大山研修
センターにて１泊２日で開催した。

　講師の市川　登(公財)日本生産
性本部認定経営コンサルタントが、
経営環境の変化の潮流と経済・社
会構造の変革を確認した上で、今
日の管理職に求められる役割・能
力について解説した。グループデ
ィスカッションでは、計画・実
施・統制など管理者の日常の役割
行動について検討し、発表した。
また、懇親会では、管理者間の異
業種交流を活発に行った。
　部下の育成についてはＶＴＲの
ケースを用いて部下のコーチング
面接の演習を行ったほか、企業倫
理や労務管理の重要性についても
学んだ。最後に、研修で自覚した
ポイント、現状・自己の事実分析
を元に、業務にどう活かすかにつ
いて「自己啓発シート」を作成し
て終了した。
　（「参加者NOTES」11頁掲載）
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　今回の講義を通して、入社から
今までの仕事のやり方を見つめ直
すとても良い機会となりました。
これからは更に「地道に愚直に」
の精神で何事にも挑戦していきた
いです。
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　そして、研修が一泊ということ
もあり、参加されていた他の方と
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事例や実情など、色々な話が出来
る時間も有りました。海外を飛び
回るような多忙を極める方の話に
は驚かされましたが、励みにもな
り有益な時間を過ごせたと思います。
　最後に、今回のような研修は、
職制の立場ごとに役割を学べる良
い機会なので、今後も是非続けて
頂き、より良いものに発展させて
頂きたいと思います。今後も、機
会があれば他の研修コースなどに
参加してみたいと思います。どう
も有難うございました。
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■県外企業見学研修会
　10月７～８日(月～火)の２日間
の日程で開催し、17名が参加した。
　１日目は、自然環境に恵まれた
拠点に位置する『パナソニック㈱
エコソリューションズ社新潟工
場』を訪問した。施設用・防災用
照明器具、車載照明用部品を生産
し、世界のあかり文化向上の実現
を目指し、グローバルに事業を拡
大させている。トヨタ生産方式を
導入し｢必要な時｣に｢必要なだけ｣
届けるため、全員参加の「仕事ダ
イエット」に取り組んでいるとの
こと。社内では、当番制でリーダ
ーを決め、月１回挨拶運動を行っ
ており、すれ違う時はもちろん、

遠く離れた所からでも、従業員の
方の挨拶があり、マナーに対する
意識の高さを見せていただいた。
　２日目の午前中は、「品質。鮮
度第一主義」をモットーに米菓の
製造並びに販売を行っている『岩
塚製菓㈱』を見学した。安全・安
心へのこだわりから新潟県産を中
心に国産米を100％使用し、米の
風味を生かすため、加工する直前
に精米するなど、鮮度を重視した
生産に取り組んでいる。食品の安
全への体質強化として、ISO22000
の認証を取得。ＮＰＳ研究会に入
会し、独自のＩＰＳ活動を展開し
ているとのこと。従業員の食の安
全へのこだわりを強く感じた。
　午後からは、豊かな自然環境を

生かしながら醸造し続けている
『朝日酒造㈱』を見学した。最新
設備が導入されても「酒造りは米
作りから」を合言葉に、安全･安
心･品質の要求を常に追い求め、
変えてはならない杜氏の長年の
「経験」と「勘」の数値を継承し
ていくために、社員一丸となって
いろいろな努力をしているとのこ
と。自信をもってお客様に提供す

品質管理委員会
るために、お酒の品質・味を変え
てはならないというこだわりを感
じた。
　参加者は２日間の行程を通して、
実際に目で見て体感することがで
きた。また、参加者間での情報交
換も活発に行われ、有意義な見学
研修会であった。
　（「参加者NOTES」12頁掲載）

■品質工学実践講座
　４月19日(金)から富山経協・会
議室において開催してきた｢第19
回品質工学実践講座｣は、10月11
日(金)に10日間の全日程を終え、
閉講した。
　この講座は、矢野宏工学博士
（日本規格協会参与）を筆頭とし

た講師陣により、製品設計者や製
造技術者が、技術的な最適条件を
効率よく求める品質工学（タグチ
メソッド）の考え方と方法を学ぶ
ものである。また、｢品質｣と｢コ
スト｣の目標を達成するために、
少人数方式の個別指導を受け、受
講者が抱えている問題、ひいては
企業の問題をも徹底的に検討し解
決することを目的としている。

　10月11日の最終日には、効率化
や製品の性能向上に取り組んだ成
果発表を行い、９名が修了証を手
にした。また、年々受講生のレベ
ルも上がるなか、次の２名が優秀
賞を受けた。
・石橋孝裕さん（北陸電気工業）
・大西正紘さん

■品質管理セミナー
　「実践しながら学ぶ
　　　統計的手法活用講座」
　５月17日から富山経協・研修室
において開講した｢第57回実践し
ながら学ぶ統計的手法活用講座｣
は、10月18日(金)に15日間の全日
程を終えて閉講した。
　この講座は、企業の体質改善を

（東洋ガスメーター）

　県外企業見学研修会には、もの
づくり活動を行なう上で、他社の
先端的・模範的な活動を、直接聞
いて、見て、体感し、会員相互の
啓発の場とするためという目的が
あり、これを踏まえて参加しました。
　「パナソニック㈱エコソリュー
ションズ社 新潟工場」様は、人と
人、人と空間、人と環境を結ぶか
けがえのない「あかり文化」向上
に貢献し、世界のお客様・お得意
様に最大の満足を提供する事によ
り、「世界のパナソニック照明」
の実現を目指しており、施設用・
防災用照明器具、車載照明用部品、
電子デバイスの中の製造ラインを
数カ所見学させていただきました。
その中では、受注連動型生産方式
を用いて無駄なものを作らないと

いうことや見える化、カードを使
った管理の様子を見学することが
でき、様々な工夫を行っているこ
とがわかりました。また従業員の
方とすれ違うときにあいさつがあ
り、躾に対する意識の高さを感じ
ることができました。ＱＣサーク
ル活動は製造、間接、顧客接点部
門それぞれにあり、活動の評価は
異なっていること、請負社員の方
は各々でグループ発表等を行って
おり、情報提供は随時行っている
が各自で工夫した活動ということ
でした。各々の活動に対して交流
を行うことでより切磋できる環境
にあるのだと感じました。
　「岩塚製菓㈱」様は、「品質・
鮮度第一主義」の米菓づくりに取
り組んでおり、これまでのＮＰＳ

研究からＩＰＳという自分たちの
規格にしており、そこに至るまで
の努力があったことを知ることが
できました。また食品での品質管
理ということで賞味期限に対する
考え方や、新製品を生み出すため
のミーティングといった現在の業
務では考えることが無い内容に触
れることができ勉強になりました。
　「朝日酒造㈱」様では、近代的
な建物で湿度の管理から機械的に
行われており厳しい管理の必要性
を感じました。ただし、品質を維
持していくために機械で管理でき
る部分だけでなく、最終的に人の
力、経験が必要な部分があること、
それを伝えていくために人材育成
が大切であることがわかりました。
　今回見学および研修会に参加さ
せていただいて、現場の様子また
他の業種の品質管理に対する考え
方や取り組みについて体感できま
した。また他の参加者の方のお話
を聞くことができ今後について考
えていく良い経験となりました。

品質管理委員会

「県外企業見学研修会」に参加して
北陸電気工業株式会社
コアテクノロジー開発本部　　中田　智康

　今回、本講座を受講することで、統計的手法の基
礎を学ぶことが出来ました。
　講義では、講師の方が実際に経験してきた事例や
感想を交えた話を聞くことで、自分の業務において
より身近なものと捕らえることができ、理解が深ま
りました。
　研究論文はグループディスカッション形式で行わ
れ、講師の方や他社の方の意見を聞くことで、社内
だけでは気づけなかった新しい視点からの見方がで
き、統計的手法の活用のバリエーションが広がった
と思います。また、受講者の方との交流も深まり、
様々な意見交換をする良い機会になりました。
　今後は、この半年間で学んだことを十分に生かし、
効率の良い・的確な検証をもとに開発業務を行って
いきたいと思います。また、今回の講座では、統計
的手法の知識だけでなく、“おもしろさ”も教えて
頂いたと感じており、更なるレベルアップを目指し
た品質工学への挑戦、将来的には講師陣への仲間入
りができるよう、頑張っていきたいと思います。

　私は開発部に所属しており、新製品の設計、開発に
携わっています。量産品の出荷試験条件の設定や得ら
れた結果の解析等を行う中で、必要となる統計的手法
に対して理解を深めたいと思い、今回の講座を受ける
ことにしました。
　この講座では、品質管理に関する歴史や、統計的手
法が確立されるまでの背景から学ぶことができるので、
自分が学ぼうとしているものの必要性を確認すること
が出来ました。
　講義では、様々な業種出身の講師の方が経験談を交
えながら話をして下さるので、統計的手法への理解が
より一層深まったと思います。研究論文の作成では、
自分が学んだ統計的手法を活用する場としてとても有
効でした。また、論文作成のためのカウンセリングで
は、自分の疑問点を相談できるのはもちろんの事、他
社の方の考え方や問題解決へのアプローチの仕方など
を聞くことができ、とても貴重な体験ができました。
　この講座で学んだことを生かし、より一層品質の高
い製品作りを目指していきたいと思います。

品質管理委員会

「実践しながら学ぶ統計的手法活用講座」を受講して

アイシン軽金属株式会社
生産技術部　技術開発グループ
　　　　　　　　山下　博子

コーセル株式会社
ＰＳ開発部　ＰＳ一課
　　　　　熊田　泉実
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■県外企業見学研修会
　10月７～８日(月～火)の２日間
の日程で開催し、17名が参加した。
　１日目は、自然環境に恵まれた
拠点に位置する『パナソニック㈱
エコソリューションズ社新潟工
場』を訪問した。施設用・防災用
照明器具、車載照明用部品を生産
し、世界のあかり文化向上の実現
を目指し、グローバルに事業を拡
大させている。トヨタ生産方式を
導入し｢必要な時｣に｢必要なだけ｣
届けるため、全員参加の「仕事ダ
イエット」に取り組んでいるとの
こと。社内では、当番制でリーダ
ーを決め、月１回挨拶運動を行っ
ており、すれ違う時はもちろん、

遠く離れた所からでも、従業員の
方の挨拶があり、マナーに対する
意識の高さを見せていただいた。
　２日目の午前中は、「品質。鮮
度第一主義」をモットーに米菓の
製造並びに販売を行っている『岩
塚製菓㈱』を見学した。安全・安
心へのこだわりから新潟県産を中
心に国産米を100％使用し、米の
風味を生かすため、加工する直前
に精米するなど、鮮度を重視した
生産に取り組んでいる。食品の安
全への体質強化として、ISO22000
の認証を取得。ＮＰＳ研究会に入
会し、独自のＩＰＳ活動を展開し
ているとのこと。従業員の食の安
全へのこだわりを強く感じた。
　午後からは、豊かな自然環境を

生かしながら醸造し続けている
『朝日酒造㈱』を見学した。最新
設備が導入されても「酒造りは米
作りから」を合言葉に、安全･安
心･品質の要求を常に追い求め、
変えてはならない杜氏の長年の
「経験」と「勘」の数値を継承し
ていくために、社員一丸となって
いろいろな努力をしているとのこ
と。自信をもってお客様に提供す

品質管理委員会
るために、お酒の品質・味を変え
てはならないというこだわりを感
じた。
　参加者は２日間の行程を通して、
実際に目で見て体感することがで
きた。また、参加者間での情報交
換も活発に行われ、有意義な見学
研修会であった。
　（「参加者NOTES」12頁掲載）

■品質工学実践講座
　４月19日(金)から富山経協・会
議室において開催してきた｢第19
回品質工学実践講座｣は、10月11
日(金)に10日間の全日程を終え、
閉講した。
　この講座は、矢野宏工学博士
（日本規格協会参与）を筆頭とし

た講師陣により、製品設計者や製
造技術者が、技術的な最適条件を
効率よく求める品質工学（タグチ
メソッド）の考え方と方法を学ぶ
ものである。また、｢品質｣と｢コ
スト｣の目標を達成するために、
少人数方式の個別指導を受け、受
講者が抱えている問題、ひいては
企業の問題をも徹底的に検討し解
決することを目的としている。

　10月11日の最終日には、効率化
や製品の性能向上に取り組んだ成
果発表を行い、９名が修了証を手
にした。また、年々受講生のレベ
ルも上がるなか、次の２名が優秀
賞を受けた。
・石橋孝裕さん（北陸電気工業）
・大西正紘さん

■品質管理セミナー
　「実践しながら学ぶ
　　　統計的手法活用講座」
　５月17日から富山経協・研修室
において開講した｢第57回実践し
ながら学ぶ統計的手法活用講座｣
は、10月18日(金)に15日間の全日
程を終えて閉講した。
　この講座は、企業の体質改善を

（東洋ガスメーター）

　県外企業見学研修会には、もの
づくり活動を行なう上で、他社の
先端的・模範的な活動を、直接聞
いて、見て、体感し、会員相互の
啓発の場とするためという目的が
あり、これを踏まえて参加しました。
　「パナソニック㈱エコソリュー
ションズ社 新潟工場」様は、人と
人、人と空間、人と環境を結ぶか
けがえのない「あかり文化」向上
に貢献し、世界のお客様・お得意
様に最大の満足を提供する事によ
り、「世界のパナソニック照明」
の実現を目指しており、施設用・
防災用照明器具、車載照明用部品、
電子デバイスの中の製造ラインを
数カ所見学させていただきました。
その中では、受注連動型生産方式
を用いて無駄なものを作らないと

いうことや見える化、カードを使
った管理の様子を見学することが
でき、様々な工夫を行っているこ
とがわかりました。また従業員の
方とすれ違うときにあいさつがあ
り、躾に対する意識の高さを感じ
ることができました。ＱＣサーク
ル活動は製造、間接、顧客接点部
門それぞれにあり、活動の評価は
異なっていること、請負社員の方
は各々でグループ発表等を行って
おり、情報提供は随時行っている
が各自で工夫した活動ということ
でした。各々の活動に対して交流
を行うことでより切磋できる環境
にあるのだと感じました。
　「岩塚製菓㈱」様は、「品質・
鮮度第一主義」の米菓づくりに取
り組んでおり、これまでのＮＰＳ

研究からＩＰＳという自分たちの
規格にしており、そこに至るまで
の努力があったことを知ることが
できました。また食品での品質管
理ということで賞味期限に対する
考え方や、新製品を生み出すため
のミーティングといった現在の業
務では考えることが無い内容に触
れることができ勉強になりました。
　「朝日酒造㈱」様では、近代的
な建物で湿度の管理から機械的に
行われており厳しい管理の必要性
を感じました。ただし、品質を維
持していくために機械で管理でき
る部分だけでなく、最終的に人の
力、経験が必要な部分があること、
それを伝えていくために人材育成
が大切であることがわかりました。
　今回見学および研修会に参加さ
せていただいて、現場の様子また
他の業種の品質管理に対する考え
方や取り組みについて体感できま
した。また他の参加者の方のお話
を聞くことができ今後について考
えていく良い経験となりました。

品質管理委員会

「県外企業見学研修会」に参加して
北陸電気工業株式会社
コアテクノロジー開発本部　　中田　智康

　今回、本講座を受講することで、統計的手法の基
礎を学ぶことが出来ました。
　講義では、講師の方が実際に経験してきた事例や
感想を交えた話を聞くことで、自分の業務において
より身近なものと捕らえることができ、理解が深ま
りました。
　研究論文はグループディスカッション形式で行わ
れ、講師の方や他社の方の意見を聞くことで、社内
だけでは気づけなかった新しい視点からの見方がで
き、統計的手法の活用のバリエーションが広がった
と思います。また、受講者の方との交流も深まり、
様々な意見交換をする良い機会になりました。
　今後は、この半年間で学んだことを十分に生かし、
効率の良い・的確な検証をもとに開発業務を行って
いきたいと思います。また、今回の講座では、統計
的手法の知識だけでなく、“おもしろさ”も教えて
頂いたと感じており、更なるレベルアップを目指し
た品質工学への挑戦、将来的には講師陣への仲間入
りができるよう、頑張っていきたいと思います。

　私は開発部に所属しており、新製品の設計、開発に
携わっています。量産品の出荷試験条件の設定や得ら
れた結果の解析等を行う中で、必要となる統計的手法
に対して理解を深めたいと思い、今回の講座を受ける
ことにしました。
　この講座では、品質管理に関する歴史や、統計的手
法が確立されるまでの背景から学ぶことができるので、
自分が学ぼうとしているものの必要性を確認すること
が出来ました。
　講義では、様々な業種出身の講師の方が経験談を交
えながら話をして下さるので、統計的手法への理解が
より一層深まったと思います。研究論文の作成では、
自分が学んだ統計的手法を活用する場としてとても有
効でした。また、論文作成のためのカウンセリングで
は、自分の疑問点を相談できるのはもちろんの事、他
社の方の考え方や問題解決へのアプローチの仕方など
を聞くことができ、とても貴重な体験ができました。
　この講座で学んだことを生かし、より一層品質の高
い製品作りを目指していきたいと思います。

品質管理委員会

「実践しながら学ぶ統計的手法活用講座」を受講して

アイシン軽金属株式会社
生産技術部　技術開発グループ
　　　　　　　　山下　博子

コーセル株式会社
ＰＳ開発部　ＰＳ一課
　　　　　熊田　泉実

富山経協：2013年12月号12 富山経協：2013年12月号 13



 行事レポートKeikyo 行事レポート

進めるために重要な役割を担うス
タッフ・技術者を対象に、問題解
決に必要な統計的品質管理（ＳＱ
Ｃ）の手法を学び、自職場での問
題の解決を図るべく、その実践的
な活用方法を習得することをねら
いとしている。上司とキャッチボ
ールのうえ職場の身近な問題をテ
ーマとして選定し、グループ別に
カウンセリングを受けながら、品
質管理手法を駆使して問題解決に
取り組み、その内容を研究論文に
まとめて提出することを修了基準
の一つとしている。
　10月18日の最終日には、先に開
催された論文審査会で講師より推
薦を受けた優秀論文２件の発表後、
受講者19名全員が修了証を手にし

た。また、講座全体を通して総合
評価上位の３名が優秀賞を受けた。
〈優秀論文〉
　熊田　泉実さん（コーセル）
　山下　博子さん
〈優秀賞〉
　熊田　泉実さん（コーセル）
　橋本　憲明さん（コーセル）
　山下　博子さん
〈講師派遣等のご協力企業〉
アイシン軽金属㈱、コーセル㈱、
㈱タカギセイコー、中越合金鋳工
㈱、富山化学工業㈱
　（「参加者NOTES」13頁掲載）

■ヒューマンエラー対策講座
　　　　＜応用編＞
　10月24日(木)、32名が参加して
トナミ運輸年金会館において開催
した。近年、技術面におけるプロ
セスの改善が進むにつれて、ヒュ
ーマンエラーによる品質トラブル
や事故の発生が大きな問題となっ
ており、９月11日･12日に開催し
た＜実践編＞のフォローアップと

して企画したセミナーである。
　「未然防止の考え方と方法論」
を中心に、ヒューマンエラーの特
性、エラープルーフ化の原理、エ
ラー未然防止のためのチーム活動、
エラー未然防止活動の組織的推進
について、中央大学理工学部経営
システム工学科教授　中條武志氏
より指導いただいた。
　受講後のアンケートでは、エラ
ープルーフ化の３ステップ（①改
善の機会を見つける、②対策案を
生成する、③対策案を評価･選定
する）を活用して、実践したいと
の声が多く聞かれた。
　（「参加者NOTES」15頁掲載）

（アイシン軽金属）

（アイシン軽金属）

　今回、「ヒューマンエラー講座」を受講させて頂
いて、私が今まで取り組んできた取組み方の甘さを
認識させられ、今後の「ヒューマンエラー」に対す
る取組み方を大きく変えさせられました。その中で
も大きく考え方を変えさせられたのが、「人間のミ
ス原因のメカニズム」「ミスの原因をロジックで考え
ること」「エラー未然防止の為のチーム活動」です。
　本講座を受講する前までは、私は「人間はミスを
するもの」と理解していたものの「人間のミス原因
のメカニズム」についての知識が乏しかった為、ミ
スが発生してから対策を練っていました。その為、
対策が後手に周り、且つ原因を根本まで追求せず安

易な基準書ばかりを作成していたと、この講座を受
講して深く認識させられました。また、ヒューマン
エラーを未然に防ぐ為に、事前に発生しそうな業務
を徹底的に洗い出し、起こりうるヒューマンエラー
をロジックで考えることの重要さも学ばせて頂きま
した。
　グループ演習では講座で学んだＦＭＥＡを活用し、
一つの流れ業務に対していくつもの問題提起を洗い
出すことが非常に難しいことだと実感したとともに、
人により見る・考える視点の違いがあり、改めてチ
ームで考えることの楽しさも実感させられました。
問題を一人で抱え込むことなく、チーム全員で取組
むことにより「ヒューマンエラー」を撲滅出来る道
筋が開けると思います。
　この講座で学んでことを各スタッフにしっかり落
し込み、実際の現場で活かせるようスタッフ全員で
エラーが発生しそうな業務を事前に洗い出し、より
良い会社作りをしていきたいと思います。

品質管理委員会

「ヒューマンエラー対策講座（応用編）」を受講して

株式会社 ピア
富山豊田店　店長　　
　　　　　　松原　隆行

＜受講のきっかけ＞
　私は会社の品質管理部門で、クレームデータベー
ス管理の仕事に携わっています。クレーム削減のた
めにいろいろな手を打っているにも関わらず、ここ
何年かはクレームがなかなか減らず、クレームの４
Ｍ分析を行うと「人」による原因が半分を占めるこ
とより、今回のセミナーでヒューマンエラーを減ら
すことが出来ないかと思い受講しました。
＜講座の内容と自分の理解＞
　セミナーでは、ヒューマンエラーの特性、エラー
プルーフ化の原理について学び、最後にはエラー未
然防止のためのチーム活動としてグループ演習を行
いました。
　このセミナーを受講して分かったことは、発生し
たひとつひとつのクレームに対策を打っていてもク
レームは減らない。エラープルーフ化で潜在してい
るクレームを出来るだけ多く見つけ出し、それに対
し対策案を出し、対策案を評価・選定・実施するこ

とでヒューマンエラーを防止すると言うことです。
　人的エラーを防ぐには作業を構成する人以外の要
素である「作業方法」の改善で行う。「人間を作業
方法に合うように改善することは出来ない」という
言葉に私たちの立てている対策はこれで良いのだろ
うか？と思いました。
　エラープルーフ化の仕方として業務の流れを細か
く書き出し、その作業に対しエラーをリストアップ
するわけですが、エラーを見つけるための「エラーモ
ード一覧表」、対策案を出すときの「エラープルーフ
化チェックリスト」は便利だと思いました。このよう
なリストを利用してエラープルーフ化を行い、ヒュ
ーマンエラーの削減を行うことが必要と感じました。
＜仕事への応用＞
　対策が必要なエラーを見つけるには、ヒヤリハッ
トの提出でも良いし、エラーから対策案をたて実施
するにはＱＣサークルで行っても良いとのことです。
私の会社では品質ヒヤリハットも実施していますし、
ＱＣサークル活動も活発ですので、その時にこの活
動を入れていけばクレーム削減に結びつくはずと思
いました。仕事への応用として、クレームデータの
収集と分析でエラーモード一覧表を作成し製造の人
に提供することでエラープルーフ化に関わっていき
たいと思います。

ＹＫＫ株式会社　黒部事業所
ファスニング事業本部
　品質・環境センター　
　　　品質管理推進室　　
　　　　　　　　加藤　薫

■ 代表者の変更
スダコー株式会社
　代表取締役社長　橋本　　康（前：髙見　茂）

バルチラジャパン株式会社
　代表取締役社長　竹松　　修（前：大西　立）

■ 所在地変更
朝日化工株式会社　
　〒932-0101小矢部市下後亟503番地１号
　TEL 0766-61-1105

鹿島建設㈱富山営業所
　〒939-8206富山市布瀬町２丁目11番26号
　TEL 076-421-5566

■ ご逝去
タカノギケン株式会社
　代表取締役社長　髙野  啓良氏
Quality 21
　代表　植木 　 悟氏

ご冥福をお祈りいたします。

（50音順）（敬称略）

旭日小綬章
長沼　克博　氏
（富山石油株式会社　代表取締役社長）

旭日双光章
須垣　純夫　氏
（富山スガキ株式会社　代表取締役社長）

叙勲ご受章叙勲ご受章

会員の動き
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進めるために重要な役割を担うス
タッフ・技術者を対象に、問題解
決に必要な統計的品質管理（ＳＱ
Ｃ）の手法を学び、自職場での問
題の解決を図るべく、その実践的
な活用方法を習得することをねら
いとしている。上司とキャッチボ
ールのうえ職場の身近な問題をテ
ーマとして選定し、グループ別に
カウンセリングを受けながら、品
質管理手法を駆使して問題解決に
取り組み、その内容を研究論文に
まとめて提出することを修了基準
の一つとしている。
　10月18日の最終日には、先に開
催された論文審査会で講師より推
薦を受けた優秀論文２件の発表後、
受講者19名全員が修了証を手にし

た。また、講座全体を通して総合
評価上位の３名が優秀賞を受けた。
〈優秀論文〉
　熊田　泉実さん（コーセル）
　山下　博子さん
〈優秀賞〉
　熊田　泉実さん（コーセル）
　橋本　憲明さん（コーセル）
　山下　博子さん
〈講師派遣等のご協力企業〉
アイシン軽金属㈱、コーセル㈱、
㈱タカギセイコー、中越合金鋳工
㈱、富山化学工業㈱
　（「参加者NOTES」13頁掲載）

■ヒューマンエラー対策講座
　　　　＜応用編＞
　10月24日(木)、32名が参加して
トナミ運輸年金会館において開催
した。近年、技術面におけるプロ
セスの改善が進むにつれて、ヒュ
ーマンエラーによる品質トラブル
や事故の発生が大きな問題となっ
ており、９月11日･12日に開催し
た＜実践編＞のフォローアップと

して企画したセミナーである。
　「未然防止の考え方と方法論」
を中心に、ヒューマンエラーの特
性、エラープルーフ化の原理、エ
ラー未然防止のためのチーム活動、
エラー未然防止活動の組織的推進
について、中央大学理工学部経営
システム工学科教授　中條武志氏
より指導いただいた。
　受講後のアンケートでは、エラ
ープルーフ化の３ステップ（①改
善の機会を見つける、②対策案を
生成する、③対策案を評価･選定
する）を活用して、実践したいと
の声が多く聞かれた。
　（「参加者NOTES」15頁掲載）

（アイシン軽金属）

（アイシン軽金属）

　今回、「ヒューマンエラー講座」を受講させて頂
いて、私が今まで取り組んできた取組み方の甘さを
認識させられ、今後の「ヒューマンエラー」に対す
る取組み方を大きく変えさせられました。その中で
も大きく考え方を変えさせられたのが、「人間のミ
ス原因のメカニズム」「ミスの原因をロジックで考え
ること」「エラー未然防止の為のチーム活動」です。
　本講座を受講する前までは、私は「人間はミスを
するもの」と理解していたものの「人間のミス原因
のメカニズム」についての知識が乏しかった為、ミ
スが発生してから対策を練っていました。その為、
対策が後手に周り、且つ原因を根本まで追求せず安

易な基準書ばかりを作成していたと、この講座を受
講して深く認識させられました。また、ヒューマン
エラーを未然に防ぐ為に、事前に発生しそうな業務
を徹底的に洗い出し、起こりうるヒューマンエラー
をロジックで考えることの重要さも学ばせて頂きま
した。
　グループ演習では講座で学んだＦＭＥＡを活用し、
一つの流れ業務に対していくつもの問題提起を洗い
出すことが非常に難しいことだと実感したとともに、
人により見る・考える視点の違いがあり、改めてチ
ームで考えることの楽しさも実感させられました。
問題を一人で抱え込むことなく、チーム全員で取組
むことにより「ヒューマンエラー」を撲滅出来る道
筋が開けると思います。
　この講座で学んでことを各スタッフにしっかり落
し込み、実際の現場で活かせるようスタッフ全員で
エラーが発生しそうな業務を事前に洗い出し、より
良い会社作りをしていきたいと思います。

品質管理委員会

「ヒューマンエラー対策講座（応用編）」を受講して

株式会社 ピア
富山豊田店　店長　　
　　　　　　松原　隆行

＜受講のきっかけ＞
　私は会社の品質管理部門で、クレームデータベー
ス管理の仕事に携わっています。クレーム削減のた
めにいろいろな手を打っているにも関わらず、ここ
何年かはクレームがなかなか減らず、クレームの４
Ｍ分析を行うと「人」による原因が半分を占めるこ
とより、今回のセミナーでヒューマンエラーを減ら
すことが出来ないかと思い受講しました。
＜講座の内容と自分の理解＞
　セミナーでは、ヒューマンエラーの特性、エラー
プルーフ化の原理について学び、最後にはエラー未
然防止のためのチーム活動としてグループ演習を行
いました。
　このセミナーを受講して分かったことは、発生し
たひとつひとつのクレームに対策を打っていてもク
レームは減らない。エラープルーフ化で潜在してい
るクレームを出来るだけ多く見つけ出し、それに対
し対策案を出し、対策案を評価・選定・実施するこ

とでヒューマンエラーを防止すると言うことです。
　人的エラーを防ぐには作業を構成する人以外の要
素である「作業方法」の改善で行う。「人間を作業
方法に合うように改善することは出来ない」という
言葉に私たちの立てている対策はこれで良いのだろ
うか？と思いました。
　エラープルーフ化の仕方として業務の流れを細か
く書き出し、その作業に対しエラーをリストアップ
するわけですが、エラーを見つけるための「エラーモ
ード一覧表」、対策案を出すときの「エラープルーフ
化チェックリスト」は便利だと思いました。このよう
なリストを利用してエラープルーフ化を行い、ヒュ
ーマンエラーの削減を行うことが必要と感じました。
＜仕事への応用＞
　対策が必要なエラーを見つけるには、ヒヤリハッ
トの提出でも良いし、エラーから対策案をたて実施
するにはＱＣサークルで行っても良いとのことです。
私の会社では品質ヒヤリハットも実施していますし、
ＱＣサークル活動も活発ですので、その時にこの活
動を入れていけばクレーム削減に結びつくはずと思
いました。仕事への応用として、クレームデータの
収集と分析でエラーモード一覧表を作成し製造の人
に提供することでエラープルーフ化に関わっていき
たいと思います。

ＹＫＫ株式会社　黒部事業所
ファスニング事業本部
　品質・環境センター　
　　　品質管理推進室　　
　　　　　　　　加藤　薫

■ 代表者の変更
スダコー株式会社
　代表取締役社長　橋本　　康（前：髙見　茂）

バルチラジャパン株式会社
　代表取締役社長　竹松　　修（前：大西　立）

■ 所在地変更
朝日化工株式会社　
　〒932-0101小矢部市下後亟503番地１号
　TEL 0766-61-1105

鹿島建設㈱富山営業所
　〒939-8206富山市布瀬町２丁目11番26号
　TEL 076-421-5566

■ ご逝去
タカノギケン株式会社
　代表取締役社長　髙野  啓良氏
Quality 21
　代表　植木 　 悟氏

ご冥福をお祈りいたします。

（50音順）（敬称略）

旭日小綬章
長沼　克博　氏
（富山石油株式会社　代表取締役社長）

旭日双光章
須垣　純夫　氏
（富山スガキ株式会社　代表取締役社長）

叙勲ご受章叙勲ご受章

会員の動き
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　ISO9001では、製品やサービスの品質保証を通じて、
顧客満足向上と品質マネジメントシステムの継続的な改
善を実現する事を要求しています。社内での内部監査や、
仕入先の監査を実施する機会が増えた事もあり、
ISO9001の目的や規格の理解、及び内部監査や仕入先監
査時の重要事項を取得し、社内の監査員の能力向上を推
進していく事ができればと考え、当講座を受講しました。
　当講座は、正しく理解するのが難しいISO9001の要求
事項、規格に関して、ただ講義を聞いて理解するのでは
なく、グループワークに多くの時間を割く事によって、
実際に社内で発生するような問題事項が、ISO9001の規
格要求事項のどの項目に合致するのかを討議しながら、
自ら考える事によって理解を深める事が出来たと感じて
います。また、普段あまり接する事の無い他業種の方と
も交流することができ、良い経験ができたと思います。
　学んだ事を活かし、当社の品質マネジメントの継続的
改善活動推進に貢献していきたいと考えています。

　当講座では１日目前半はISOの成り立ちと9001規
格のポイント解説、身近な出来事をISOで考えた場
合どうなるかの解説、１日目の後半と２日目にはグ
ループワークとして内部監査の模擬演習を行いまし
た。模擬演習では品質マネジメントシステム要求事
項と不適合となる例題をISO9001のどの要求事項の
どの文章が不適合となるのかをグループで話し合い
ながら考えました。不適合例には一つの項だけでな
く複数の項が不適合となる例も多く、その中からど
の項が最も不適合として問題となるのかを考えるこ
とで、品質マネジメントシステムの内容についても
理解を深めることができました。
　今回の内部監査員養成コースを受講して、内部監
査で最も大切なことは自社の品質マネジメントシス
テムがしっかり機能しているかを確認し、システム
の改善活動につなげていくことだと学びました。今
後実際に内部監査を行い、この講座で学んだことを
生かしていきたいと思います。

 行事レポートKeikyo 行事レポート

■ISO9001内部監査員養成コース
　11月６・７日(水・木)、64名が
参加して、富山問屋センター流通
会館で開催した。

　国際規格であるISO9001は品質
マネジメントシステムに関する要
求事項を規定するものである。県
内においても認証取得企業は多く、
実施が義務付けられている内部監
査の要員養成も企業にとって避け
て通れないところであり、2004年

以降、ISO9000s内部監査員養成セ
ミナーを毎年開催してきた。
　講師にはＭＩＷＡＭＳＣ事務所
代表の三輪昭氏を迎え、ISO9001
規格のポイント、要求事項の解説
など、受講生は慣れない言葉に苦
戦しながら、内部監査員としての
考え方、技能の習得に必死に取り
組んだ。
　（「参加者NOTES」16頁掲載）

■ものづくり品質管理セミナー
　11月19日(火)、町野委員長はじ
め78名が参加してパレブラン高志
会館において開催した。
　日野自動車㈱常務役員　内野直
明氏から｢ものづくりは人づくり
から｣と題して、日野自動車にお
けるものづくり、ひとづくり、品

質管理教育についての取り組み事
例を講演いただいた。また、諏訪
東京理科大学経営情報学部教授　
奥原正夫氏からは｢うちのは大丈
夫ですから｣と題して、品質保証
とはお客さまに「うちのは大丈夫
です」と言える根拠について講演
いただいた。
　両氏とも自身の経験に基づいた
失敗事例や成功事例などをユニー
クな語り口で紹介され、終始和や
かな雰囲気で講演が進んだ。

■第２回環境保全活動
　10月19日(土)、６月に続き、北
陸コカコーラグループ「うるおい
の森づくり」活動に、会員企業の
環境部門を中心に16名が参加した。
　当日は、南砺市利賀村の「旧オ
ムサンタの森スキー場跡地」で、

約0.8haに広葉樹を約2,000本植樹
した。参加者は山の斜面で足元が
悪い中、また、硬い石や土砂に苦
労しながらも最後まで頑張った。
　その後、旧レストハウスで、富

山県フォレストリーダーの指導の
もと、「環境にやさしい木材を使
って地球を救おう」という趣旨で、
木製の日付入りペン立を作った。
　（「参加者NOTES」17頁掲載）

環境委員会

■第２回定例委員会
　10月24日(木)、齊藤委員長はじ
め1 5名の委員が出席し、富山経
協・会議室において開催した。
　齊藤委員長の挨拶の後、今年度
の情報交換・勉強会・情報収集の
テーマについて意見交換し、ＩＴ
インフラの整備・運用における課

題認識を共有した。終了後は懇親
会を開き、委員間の親交を深めた。

IT・インフラ委員会

品質管理委員会

「ISO9001 内部監査員 養成コース」を受講して

コーセル株式会社
　　　品質管理部　五十嵐　康一

西川産業株式会社
　　　　製造部　前田　純平

　弊社の製品は、プラスチックと金属を高度に融合
した技術により、パワー半導体・ハイブリッドカー
を影で支える部品造りを通して、社会・地域環境に
貢献しています。ISO14001に基づき構築した環境管
理システムで体制、役割、環境目的・目標、運用管
理、コミュニケーション等の見直しを行いつつ、継
続的改善を実施しています。
　私が所属している総務部は環境ISOと実業務が深く
関わっていて、平成25年度からその事務局の担当者
となったことから、受講する機会を頂きました。
　講座内容は、講義とグループワークが主となって
おり、隣同士での演習や写真を用いて全員で検証し
合いました。人によって見る視点や考え方、対策の
取り方一つにしても様々な意見がありました。内部
監査員として必要以上に厳しくしたり、また甘い対
応でも良くない事を改めて感じました。そして、監
査員としての目をこれからも養っていかなくてはな
らないと実感しました。
　また、監査のときは表面上の書類ではなく、実際
に現場へ行く事の重要性も学ぶことが出来ました。
　「ISOは業務改善だ」と言われたことも印象深いで
す。例えば設備を交換するのは安易な事で、今ある

　当社はグループ全体で環境保全活動を推進してお
り、私はその一員として改善活動に取り組んでいま
す。本講座は、講義とグループワークを中心に構成
されており、講義では、具体的な事例や経験談など
も交えながら規格や法規制の概要を解説していただ
いたので、イメージし易く理解を深めることができ
ました。グループワークでは、フローダイアグラム
やチェックリストの作成、与えられた審査状況を例
に判定するなど内部監査に必要な手法を学び、他の
受講者と意見を交わしながら進めるため異なる視点
や考え方も大変参考になりました。
　「継続的改善はかけた時間と比例しないこと。一
度上げたものは下げないようにすること。既存のパ
フォーマンスレベルを維持すること」という言葉が
印象に残っています。今講座で学んだことを活かし、
今後内部環境監査員として経験を積みながら当社の
環境保全活動の推進に貢献していきたいと思います。

設備を使ってどう業務改善出来るかが重要だという
事。今取り組んでいる事を正しいと思わず、常に改
善していく意識を持ち、日々の業務とリンクさせ、
会社の環境活動に活かすよう取り組んでいきます。

環 境 委 員 会

「ISO14001 内部環境監査員 養成コース」を受講して

株式会社 コージン
　　総務部 総務課　川岸　綾子

立山科学工業株式会社
立山科学グループ　ＣＳＲ推進室
　　　　　　　　　　手林　直美
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　ISO9001では、製品やサービスの品質保証を通じて、
顧客満足向上と品質マネジメントシステムの継続的な改
善を実現する事を要求しています。社内での内部監査や、
仕入先の監査を実施する機会が増えた事もあり、
ISO9001の目的や規格の理解、及び内部監査や仕入先監
査時の重要事項を取得し、社内の監査員の能力向上を推
進していく事ができればと考え、当講座を受講しました。
　当講座は、正しく理解するのが難しいISO9001の要求
事項、規格に関して、ただ講義を聞いて理解するのでは
なく、グループワークに多くの時間を割く事によって、
実際に社内で発生するような問題事項が、ISO9001の規
格要求事項のどの項目に合致するのかを討議しながら、
自ら考える事によって理解を深める事が出来たと感じて
います。また、普段あまり接する事の無い他業種の方と
も交流することができ、良い経験ができたと思います。
　学んだ事を活かし、当社の品質マネジメントの継続的
改善活動推進に貢献していきたいと考えています。

　当講座では１日目前半はISOの成り立ちと9001規
格のポイント解説、身近な出来事をISOで考えた場
合どうなるかの解説、１日目の後半と２日目にはグ
ループワークとして内部監査の模擬演習を行いまし
た。模擬演習では品質マネジメントシステム要求事
項と不適合となる例題をISO9001のどの要求事項の
どの文章が不適合となるのかをグループで話し合い
ながら考えました。不適合例には一つの項だけでな
く複数の項が不適合となる例も多く、その中からど
の項が最も不適合として問題となるのかを考えるこ
とで、品質マネジメントシステムの内容についても
理解を深めることができました。
　今回の内部監査員養成コースを受講して、内部監
査で最も大切なことは自社の品質マネジメントシス
テムがしっかり機能しているかを確認し、システム
の改善活動につなげていくことだと学びました。今
後実際に内部監査を行い、この講座で学んだことを
生かしていきたいと思います。

 行事レポートKeikyo 行事レポート

■ISO9001内部監査員養成コース
　11月６・７日(水・木)、64名が
参加して、富山問屋センター流通
会館で開催した。

　国際規格であるISO9001は品質
マネジメントシステムに関する要
求事項を規定するものである。県
内においても認証取得企業は多く、
実施が義務付けられている内部監
査の要員養成も企業にとって避け
て通れないところであり、2004年

以降、ISO9000s内部監査員養成セ
ミナーを毎年開催してきた。
　講師にはＭＩＷＡＭＳＣ事務所
代表の三輪昭氏を迎え、ISO9001
規格のポイント、要求事項の解説
など、受講生は慣れない言葉に苦
戦しながら、内部監査員としての
考え方、技能の習得に必死に取り
組んだ。
　（「参加者NOTES」16頁掲載）

■ものづくり品質管理セミナー
　11月19日(火)、町野委員長はじ
め78名が参加してパレブラン高志
会館において開催した。
　日野自動車㈱常務役員　内野直
明氏から｢ものづくりは人づくり
から｣と題して、日野自動車にお
けるものづくり、ひとづくり、品

質管理教育についての取り組み事
例を講演いただいた。また、諏訪
東京理科大学経営情報学部教授　
奥原正夫氏からは｢うちのは大丈
夫ですから｣と題して、品質保証
とはお客さまに「うちのは大丈夫
です」と言える根拠について講演
いただいた。
　両氏とも自身の経験に基づいた
失敗事例や成功事例などをユニー
クな語り口で紹介され、終始和や
かな雰囲気で講演が進んだ。

■第２回環境保全活動
　10月19日(土)、６月に続き、北
陸コカコーラグループ「うるおい
の森づくり」活動に、会員企業の
環境部門を中心に16名が参加した。
　当日は、南砺市利賀村の「旧オ
ムサンタの森スキー場跡地」で、

約0.8haに広葉樹を約2,000本植樹
した。参加者は山の斜面で足元が
悪い中、また、硬い石や土砂に苦
労しながらも最後まで頑張った。
　その後、旧レストハウスで、富

山県フォレストリーダーの指導の
もと、「環境にやさしい木材を使
って地球を救おう」という趣旨で、
木製の日付入りペン立を作った。
　（「参加者NOTES」17頁掲載）

環境委員会

■第２回定例委員会
　10月24日(木)、齊藤委員長はじ
め1 5名の委員が出席し、富山経
協・会議室において開催した。
　齊藤委員長の挨拶の後、今年度
の情報交換・勉強会・情報収集の
テーマについて意見交換し、ＩＴ
インフラの整備・運用における課

題認識を共有した。終了後は懇親
会を開き、委員間の親交を深めた。

IT・インフラ委員会

品質管理委員会

「ISO9001 内部監査員 養成コース」を受講して

コーセル株式会社
　　　品質管理部　五十嵐　康一

西川産業株式会社
　　　　製造部　前田　純平

　弊社の製品は、プラスチックと金属を高度に融合
した技術により、パワー半導体・ハイブリッドカー
を影で支える部品造りを通して、社会・地域環境に
貢献しています。ISO14001に基づき構築した環境管
理システムで体制、役割、環境目的・目標、運用管
理、コミュニケーション等の見直しを行いつつ、継
続的改善を実施しています。
　私が所属している総務部は環境ISOと実業務が深く
関わっていて、平成25年度からその事務局の担当者
となったことから、受講する機会を頂きました。
　講座内容は、講義とグループワークが主となって
おり、隣同士での演習や写真を用いて全員で検証し
合いました。人によって見る視点や考え方、対策の
取り方一つにしても様々な意見がありました。内部
監査員として必要以上に厳しくしたり、また甘い対
応でも良くない事を改めて感じました。そして、監
査員としての目をこれからも養っていかなくてはな
らないと実感しました。
　また、監査のときは表面上の書類ではなく、実際
に現場へ行く事の重要性も学ぶことが出来ました。
　「ISOは業務改善だ」と言われたことも印象深いで
す。例えば設備を交換するのは安易な事で、今ある

　当社はグループ全体で環境保全活動を推進してお
り、私はその一員として改善活動に取り組んでいま
す。本講座は、講義とグループワークを中心に構成
されており、講義では、具体的な事例や経験談など
も交えながら規格や法規制の概要を解説していただ
いたので、イメージし易く理解を深めることができ
ました。グループワークでは、フローダイアグラム
やチェックリストの作成、与えられた審査状況を例
に判定するなど内部監査に必要な手法を学び、他の
受講者と意見を交わしながら進めるため異なる視点
や考え方も大変参考になりました。
　「継続的改善はかけた時間と比例しないこと。一
度上げたものは下げないようにすること。既存のパ
フォーマンスレベルを維持すること」という言葉が
印象に残っています。今講座で学んだことを活かし、
今後内部環境監査員として経験を積みながら当社の
環境保全活動の推進に貢献していきたいと思います。

設備を使ってどう業務改善出来るかが重要だという
事。今取り組んでいる事を正しいと思わず、常に改
善していく意識を持ち、日々の業務とリンクさせ、
会社の環境活動に活かすよう取り組んでいきます。

環 境 委 員 会

「ISO14001 内部環境監査員 養成コース」を受講して

株式会社 コージン
　　総務部 総務課　川岸　綾子

立山科学工業株式会社
立山科学グループ　ＣＳＲ推進室
　　　　　　　　　　手林　直美
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■百貨店・主要スーパーの売上高

百貨店
スーパー
合　計

富山合計

年　月

年　月

年　月

全　国
富　山

件　　数
負債総額輸　  送 　量

対前年同月比

完全失業者数
完全失業率

（対前期比） （対前年同月比）

（対前期比） （対前年同月比）

年別推移 月別推移

年別推移 月別推移

年別推移 月別推移 年別推移 月別推移

年別推移 月別推移

年別推移 月別推移

（対前期比） （対前年同月比）

年　月年　月

年　月

■大口電力消費量（製造業計）

（出所：電気事業連合会／北陸電力）

全 国（％）

富 山（％）

全 国（倍）

富 山（倍）

■一般貨物自動車輸送量（富山県内）

〈年平均〉
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（出所：富山運輸支局）

　（p＝速報値）（出所：総務省統計局）

■完全失業者数及び完全失業率（季節調整値）
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■有効求人倍率　（パートを含む季節調整値）
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（出所：東京商工リサーチ）

（出所：厚生労働省／富山労働局職業安定部）

■企業倒産（富山県内）（件数と負債総額）

150

140

130

120

110

100

90

80

70

60

50

40

30

20

10

750
700
650
600
550
500
450
400
350
300
250
200
150
100
50

55
52
49
46
43
40
36
33
30
27
24
21
18
15
12
9
6
3

18

16

14

12

10

8

6

4

2

件  数（件）

負債総額（億円）

（億円）

0

（件）

0

（億円）

0

（件）

0

～～

景 況 指 標景 況 指 標

14

12

10

8

6

4

2

0

-2

-4

-6

（％）

25

20

15

10

5

0

-5

-10

-15

-20

-25
-8

（％）

（千ｔ）（％）

（万人） （％） （倍）

百貨店
スーパー
全  国  合  計
富  山  合  計

（全国）
（全国）

2011 2012

2013.3 54
3.4
3.6
3.5
2.1

62012
▲0.3
0.2
0.0
▲1.8

▲2.6
0.0
▲0.9
1.2

2011

2011 2012 2011 2012

2010 2011 2012

▲3.0
1.5

▲2.8
1.1

52013.3 4 6
▲5.6
▲3.4

▲4.6
▲3.6

7 8
▲2.1
▲1.6

▲1.7
▲2.2

0.6
1.9

▲0.3
▲0.7

357.1
▲2.1

372.0
4.4

52013.3 4 6
418.3
5.5

415.7
14.6

7 8
388.3
12.6

365.2
11.1

449.8
12.7

401.7
7.6

334
5.1

293
4.6

285
4.3

2012
0.65
0.90

0.80
0.99

2011

92
486

94
267

2013.3 54 6
12
11.3

5
13.0

7 8
6
4.9

16
48.3

14
39.6

4
2.9

52013.3 4 6 7 8
 280
  4.1

 291
 4.1

 279
  4.1

 260
 3.9

 255
  3.8

 271
  4.1

52013.3 4
0.86
1.03

0.89
1.09

6 7
0.90
1.12

0.92
1.14

0.94
1.15

0.95
1.16

8

全国有効求人倍率
富山有効求人倍率

0.6
    ▲1.2
▲1.0
▲0.9

▲2.7
    0.4
▲0.7
1.0

7
2.4
0.1
0.9
1.1

8
 7.1
   3.2
4.5
4.8

2.4
    0.2
 0.9
P  1.5

人材の確保・従業員の再就職をお手伝い！

産業雇用安定センター

http://www.sangyokoyo.or.jp/
ご利用時間／9：00～17：00（土・日・祝日は休み）

076－442－6900TEL
076－439－2860FAX

〒930-0857　富山市奥田新町　    ボルファートとやま10Ｆ8-1 

そんなとき、まっ先にご相談ください。

 since １９８７　　  出 向・移 籍（転 籍）の 専 門 機 関

インターネットで最新の人材情報をどうぞ

人材の確保・従業員の再就職をお手伝い！人材の確保・従業員の再就職をお手伝い！

公益財団法人

表紙の花　ポインセチア

　12月に入ると赤と緑の
クリスマスカラーに彩ら

れたポインセチアの鉢植えが園芸店に並びます。
鮮やかな赤い花びらに見える部分は苞葉（ほうよ
う）といって葉が変形したもので、その証拠に、
よく見ると葉と同じような葉脈が走っています。
本物の花は真ん中の黄色い部分にありますが、花
弁はなく、小さく粒状で目立ちません。
　原産地はメキシコなど中央アメリカの熱帯で、
本来は高さ３～５ｍになる常緑の低木です。園芸
的には挿し木で小さく仕立て、短日処理によって
花を誘導し、苞葉を赤くして出荷しています。ク
リスマス頃に出回るため寒さに強いと思われます
が、もともと熱帯の植物であるため耐寒性は低く、
最低10℃を切らないように注意する必要がありま
す。冬は室内の暖かい、明るい所に置き、水やり
を控えてやや乾き気味にして越冬させます。うま

く越冬できたら、４月頃に半分位まで切り戻して
新芽を出させます。
　ポインセチアが所属するトウダイグサ科は有毒
な植物が多く、ハツユキソウ（初雪草）や多肉植
物のアオサンゴ（ミルクブッシュ）などでは、葉
や茎を傷つけた時に出る白い乳液で皮膚がかぶれ
たり、水泡ができたりします。ポインセチアの乳
液にも強い毒性があると書かれたものを見かけま
すが、実際には肌の敏感な人がアレルギーを起こ
す程度で、強い毒性はないとされています。
　最近ではアメリカやヨーロッパでの改良が進み、
一般的な赤い苞葉の他に、白や黄色、マーブル模
様や斑入り、苞葉がカールしたり縮れたりしたも
のなど、多様な園芸品種が出回
っています。

（富山県中央植物園　中田政司）
ポインセチアの園芸品種 ▼
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■百貨店・主要スーパーの売上高
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（対前期比） （対前年同月比）
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年別推移 月別推移

年別推移 月別推移
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（対前期比） （対前年同月比）

年　月年　月

年　月

■大口電力消費量（製造業計）

（出所：電気事業連合会／北陸電力）

全 国（％）

富 山（％）

全 国（倍）

富 山（倍）

■一般貨物自動車輸送量（富山県内）
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（出所：富山運輸支局）

　（p＝速報値）（出所：総務省統計局）

■完全失業者数及び完全失業率（季節調整値）
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■有効求人倍率　（パートを含む季節調整値）
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（出所：厚生労働省／富山労働局職業安定部）

■企業倒産（富山県内）（件数と負債総額）
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人材の確保・従業員の再就職をお手伝い！

産業雇用安定センター

http://www.sangyokoyo.or.jp/
ご利用時間／9：00～17：00（土・日・祝日は休み）

076－442－6900TEL
076－439－2860FAX

〒930-0857　富山市奥田新町　    ボルファートとやま10Ｆ8-1 

そんなとき、まっ先にご相談ください。

 since １９８７　　  出 向・移 籍（転 籍）の 専 門 機 関

インターネットで最新の人材情報をどうぞ

人材の確保・従業員の再就職をお手伝い！人材の確保・従業員の再就職をお手伝い！

公益財団法人

表紙の花　ポインセチア

　12月に入ると赤と緑の
クリスマスカラーに彩ら

れたポインセチアの鉢植えが園芸店に並びます。
鮮やかな赤い花びらに見える部分は苞葉（ほうよ
う）といって葉が変形したもので、その証拠に、
よく見ると葉と同じような葉脈が走っています。
本物の花は真ん中の黄色い部分にありますが、花
弁はなく、小さく粒状で目立ちません。
　原産地はメキシコなど中央アメリカの熱帯で、
本来は高さ３～５ｍになる常緑の低木です。園芸
的には挿し木で小さく仕立て、短日処理によって
花を誘導し、苞葉を赤くして出荷しています。ク
リスマス頃に出回るため寒さに強いと思われます
が、もともと熱帯の植物であるため耐寒性は低く、
最低10℃を切らないように注意する必要がありま
す。冬は室内の暖かい、明るい所に置き、水やり
を控えてやや乾き気味にして越冬させます。うま

く越冬できたら、４月頃に半分位まで切り戻して
新芽を出させます。
　ポインセチアが所属するトウダイグサ科は有毒
な植物が多く、ハツユキソウ（初雪草）や多肉植
物のアオサンゴ（ミルクブッシュ）などでは、葉
や茎を傷つけた時に出る白い乳液で皮膚がかぶれ
たり、水泡ができたりします。ポインセチアの乳
液にも強い毒性があると書かれたものを見かけま
すが、実際には肌の敏感な人がアレルギーを起こ
す程度で、強い毒性はないとされています。
　最近ではアメリカやヨーロッパでの改良が進み、
一般的な赤い苞葉の他に、白や黄色、マーブル模
様や斑入り、苞葉がカールしたり縮れたりしたも
のなど、多様な園芸品種が出回
っています。

（富山県中央植物園　中田政司）
ポインセチアの園芸品種 ▼
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おしらせおしらせ

開　催　日 　　 時　　間 事  　　　業  　　　名 場　　　所 備　考委員会名

詳しくはホームページ（http://www.toyama-keikyo.jp/）
「講座・セミナー案内」をご覧ください。2013年 12月16日 ～ 2014年 2月20日

  

上記「おしらせ」参照

上記「おしらせ」参照

2014

県内４経済団体合同で開催します。
　・(一社)富山県経営者協会

　・富山県商工会議所連合会

　・富山県商工会連合会

　・富山県中小企業団体中央会
 （ご案内済）

日　時：2014年１月６日（月）16:00～17:30
場　所：富山第一ホテル  ３階「天平の間」
　　　　   （富山市桜木町10-10　TEL. 076-442-4111）

　日　時：2014年１月30日（木）13:30～15:30
　場　所：富山商工会議所ビル９階　99会議室

　講　師：（一社）日本経済団体連合会
          労働法制本部 主幹　坂下 多身 氏 

　受講料：会員 4,000円／会員外 10,000円
　定　員：30名（先着順）
　　　

　～企業人としての
　　  心構え・態度の確立と仕事の進め方～

人事・労務政策委員会 教育委員会

2014年 労使交渉セミナー

～労使交渉に対する
　　　　　　　経営側の基本姿勢～

　2014年 新入社員 講習会　

　日　時：2014年４月２日（水）9:30～16:30
　場　所：富山県市町村会館 ２階ホール

　講　師：㈱ユニオンランチ代表取締役社長　
　　　　　　　　　　　　　　　　遊道 義則 氏
　　　　　㈱インテック秘書室長  稲田 恵子 氏
　　　　　前富山県警山岳警備隊長　椙田 　正 氏
　　　　　マネジメント・アドバイザー  松田 勝明 氏

　受講料：会員 7,000円／会員外 14,000円
　定　員：150名（先着順）
　　　　

1月22・29日（水）
2月  5・19日（水）

12月19日（木）

12月19日（木）

12月20日（金）

12月20日（金）

  1月  6日（月）

  1月30日（木）

2月18日（火）、19日（水）

  1月16日（木)

16:30～17:30

16:00～17:30

16:30～17:30

16:00～17:30

16:00～17:30

13:30～15:30

9:30～16:30

9:00～17:00

9:00～17:00

総務交流委員会「定例委員会」

人事・労務政策委員会「定例委員会」

教育委員会「定例委員会」

ＩＴ・インフラ委員会「定例委員会」

新春互礼会

2014年労使交渉セミナー

係長・主任実践コース

品質管理入門講座＜応用編＞

管理職マネジメント研修

総務交流

人事・労務政策

教　　育

ＩＴ・インフラ

人事・労務政策

教　　育

品質管理

教　　育

富山電気ビル

富山電気ビル

富山経協・研修室

富山電気ビル

富山第一ホテル

富山商工会議所ビル

富山県市町村会館

富山経協・研修室

富山県農業総合研修所

 ２　TOP INTERVIEW
　　　丸八　大﨑浩司社長

 ４　東部地区会員懇談会、長野経協との役員協議会

 ５　「くろよんスピリット」（講演要旨）

 ６　業務日誌

 ７　Keikyo行事レポート

 ９　参加者NOTES

14　会員の動き

19　景況指標

20　おしらせ・事業予定
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